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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】回転軸との摩擦接触によって自転しつつ公転す
る遊星ローラの回転状況の変化を抑制できるようにする
。
【解決手段】電動モータによって回転駆動される回転軸
３５と外輪部材２１間に遊星ローラ４９を組込み、回転
軸３５との接触により自転させつつ公転させ、遊星ロー
ラ４９の外周に形成された円周溝５４の噛合により外輪
部材２１を軸方向に移動させる。遊星ローラ４９を回転
自在に支持するローラ軸４７の軸端部をキャリア４０の
ディスク４１ａ、４１ｂで径方向に移動自在に支持し、
そのローラ軸４７の軸端部を巻き込むように掛け渡され
た弾性リング５０で径方向内方に向けて付勢して、遊星
ローラ４９を回転軸３５の外径面に圧接させる。弾性リ
ング５０をリングばねとしてローラ軸４７との接触によ
り回転自在とし、そのリングばね５０の両端部に接線方
向または径方向外方に向く延出部を設けて、リングばね
５０の回転が阻害されないようにする。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジング内に円筒状の外輪部材を組込み、その外輪部材の軸心上に電動モータで駆動
される回転軸を設け、その回転軸の外径面と前記外輪部材の内径面間に複数の遊星ローラ
を組み込み、それぞれの遊星ローラを回転自在に支持するローラ軸の両端部を前記回転軸
を中心にして回転自在に支持されたキャリアの対向一対のディスクによって径方向に移動
自在に支持し、前記複数のローラ軸の軸端部を巻き込むようにして掛け渡された弾性リン
グによって複数のローラ軸のそれぞれを径方向内方に向けて付勢し、前記遊星ローラのそ
れぞれの外径面に前記外輪部材の内径面に設けられた螺旋突条に噛合する螺旋溝または円
周溝を形成し、前記回転軸の回転により、その回転軸との摩擦接触により複数の遊星ロー
ラを自転および公転させて外輪部材とキャリアとを相対的に軸方向に移動させるようにし
た電動式直動アクチュエータにおいて、
　前記弾性リングが、巻き数を一巻き以上とするリングばねからなり、そのリングばねの
両端部に接線方向または径方向外方に向く延出部を設けたことを特徴とする電動式直動ア
クチュエータ。
【請求項２】
　前記ローラ軸の軸端部における外周一部に前記リングばねの内周一部が嵌合する嵌合溝
を設けた請求項１に記載の電動式直動アクチュエータ。
【請求項３】
　電動式直動アクチュエータによりブレーキパッドを直線駆動し、そのブレーキパッドを
ディスクロータに押し付けて、そのディスクロータに制動力を付与するようにした電動式
ブレーキ装置において、
　前記電動式直動アクチュエータが請求項１又は２に記載の電動式直動アクチュエータか
らなることを特徴とする電動式ブレーキ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、ブレーキパッド等の被駆動部材を直線駆動する電動式直動アクチュエータ
およびその電動式直動アクチュエータを用いた電動式ブレーキ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電動モータのロータ軸の回転運動を運動変換機構によって軸方向に移動自在に支持され
た被駆動部材の直線運動に変換する電動式直動アクチュエータとして下記の特許文献１に
記載されたものが従来から知られている。
【０００３】
　特許文献１に記載された電動式直動アクチュエータにおいては、電動モータによって回
転駆動される回転軸と外輪部材との間に複数の遊星ローラを組込み、その遊星ローラを回
転軸を中心にして回転自在に支持されたキャリアで回転自在に支持し、上記回転軸の回転
により、その回転軸との摩擦接触によって遊星ローラを自転させつつ公転させ、その遊星
ローラの外径面に形成された螺旋溝または円周溝と外輪部材の内径面に設けられた螺旋突
条との噛合によって外輪部材とキャリアとを相対的に軸方向に直線移動させるようにして
いる。
【０００４】
　ここで、キャリアは、一対のディスクと、そのディスクの対向間隔を保持する複数の柱
部材とで構成され、上記一対のディスクに形成された軸挿通孔を径方向に長い長孔とし、
その軸挿通孔によってローラ軸の両端部を径方向に移動自在に支持し、そのローラ軸によ
って遊星ローラを回転自在に支持している。
【０００５】
　また、複数のローラ軸における軸端部の外周囲に弾性リングを巻き掛けて、ローラ軸の
径方向内方への付勢により複数の遊星ローラのそれぞれを回転軸の外周に圧接させるよう
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にしている。
【０００６】
　上記電動式直動アクチュエータにおいては、遊星ローラに設けられた螺旋溝または円周
溝と外輪部材に設けられた螺旋突条との噛み合いによって外輪部材またはキャリアを相対
的に軸方向に直線移動させる構成であるため、遊星歯車式等の減速機構を別途組み込むこ
となく大きな増力機能を確保することができ、直動ストロークが比較的小さい電動式ブレ
ーキ装置への採用に好適であるという特徴を有している。
【０００７】
　また、弾性リングでローラ軸を径方向内方に向けて付勢して、遊星ローラを回転軸の外
径面に圧接させるようにしているため、回転軸との摩擦接触によって遊星ローラを確実に
接触回転させることができるという特徴も有している。
【０００８】
　しかし、弾性リングとして、コストの安い、入手の容易なＣ形リングを採用しているた
め、以下のような問題がある。
【０００９】
　すなわち、Ｃ形リングは周方向の一部が切り離されているため、遊星ローラの自転に伴
って複数のローラ軸が僅かでも回転すると、そのローラ軸との接触によりＣ形リングが複
数のローラ軸の外接円方向に回転することになる。
【００１０】
　そして、Ｃ形リングの切り離し部が複数のローラ軸の一つと径方向で対向する位置まで
Ｃ形リングが接触回転すると、その切り離し部にローラ軸が嵌まり込み、Ｃ形リングが自
己の弾性で縮径する。その縮径により、回転軸の外径面に対する遊星ローラの接触圧が抜
け、回転軸の回転を遊星ローラに伝達することができず、回転軸が空転して電動式直動ア
クチュエータを作動させることができなくなる。
【００１１】
　上記の問題を解決するため、本件出願人は、特許文献２において、Ｃ形リングと複数の
ローラ軸の相互間に回り止め手段を設け、その回り止め手段によってＣ形リングが複数の
ローラ軸の外接円方向に相対回転するのを防止する電動式直動アクチュエータを既に提案
している。
【００１２】
　上記のように、Ｃ形リングを回り止めすることにより、Ｃ形リングによって複数の遊星
ローラは回転軸の外径面に常に圧接される状態に保持されることになるため、回転軸の回
転を遊星ローラのそれぞれに確実に伝達することができ、電動式直動アクチュエータを確
実に機能させることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１３】
【特許文献１】特開２０１２－１４９７４７号公報
【特許文献２】特開２０１２－１７５７７２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　ところで、上記特許文献２に記載された電動式直動アクチュエータにおいては、遊星ロ
ーラとその遊星ローラを支持するローラ軸との間に軸受を組み込んで遊星ローラを回転自
在に支持しているが、軸受内に封入された潤滑剤の劣化や低温時の粘性抵抗の増加に伴っ
て回転抵抗が増大し、遊星ローラの自転に伴い、ローラ軸が連れ回りすることが考えられ
る。
【００１５】
　ここで、ローラ軸が回転すると、そのローラ軸を径方向内方に向けて付勢するＣ形リン
グは回り止めされているため、Ｃ形リングとローラ軸の接触部で相対滑りによる摩耗が生
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じ、Ｃ形リングの弾性力が低下する。その弾性力の低下に伴い回転軸に対する遊星ローラ
の接触圧力が低下して接触部で相対滑りが生じ、回転軸が空転して動力伝達不良が発生し
、電動式直動アクチュエータが機能しなくなることが考えられる。
【００１６】
　また、Ｃ形リングとローラ軸の接触部で滑りが生じない場合は、ローラ軸の回転が規制
され、外輪部材に押圧力の反力が作用していないときや、反力が小さいときに回転軸と遊
星ローラが一体となって回転する場合がある。
【００１７】
　遊星ローラが回転軸と一体となって回転するか、自転しながら公転するかは、外輪部材
の螺旋突条と遊星ローラの螺旋溝または円周溝の噛合部での摩擦力と遊星ローラとローラ
軸の接触部での摩擦力の大小関係により生じる。
【００１８】
　外輪部材に押圧力の反力が作用して、外輪部材と遊星ローラの上記噛合部での摩擦力が
遊星ローラとローラ軸の接触部での摩擦力より大きい場合は、遊星ローラは自転しながら
回転軸の周りを公転するが、上記と逆に、外輪部材と遊星ローラの上記噛合部での摩擦力
が遊星ローラとローラ軸の接触部での摩擦力より小さい場合は、回転軸と遊星ローラは一
体となって回転する。遊星ローラとローラ軸の摩擦力は潤滑剤の状態に応じて変化し、そ
の潤滑剤は温度の変化によって状態が変化するため、摩擦力を制御することは困難である
。
【００１９】
　ここで、回転軸と遊星ローラが一体となって回転すると、回転軸の１回転当たりの外輪
部材とキャリアの相対的な軸方向変位が大きくなり、電動モータの回転角により外輪部材
とキャリアの相対的な軸方向の移動量を制御する場合に、外輪部材とキャリアの相対的な
軸方向変位を精度よく制御できなくなる。
【００２０】
　この発明の課題は、回転軸との摩擦接触によって自転しつつ公転する遊星ローラの回転
状況の変化を抑制できるようにすることである。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　上記の課題を解決するため、この発明に係る電動式直動アクチュエータにおいては、ハ
ウジング内に円筒状の外輪部材を組込み、その外輪部材の軸心上に電動モータで駆動され
る回転軸を設け、その回転軸の外径面と前記外輪部材の内径面間に複数の遊星ローラを組
み込み、それぞれの遊星ローラを回転自在に支持するローラ軸の両端部を前記回転軸を中
心にして回転自在に支持されたキャリアの対向一対のディスクによって径方向に移動自在
に支持し、前記複数のローラ軸の軸端部を巻き込むようにして掛け渡された弾性リングに
よって複数のローラ軸のそれぞれを径方向内方に向けて付勢し、前記遊星ローラのそれぞ
れの外径面に前記外輪部材の内径面に設けられた螺旋突条に噛合する螺旋溝または円周溝
を形成し、前記回転軸の回転により、その回転軸との摩擦接触により複数の遊星ローラを
自転および公転させて外輪部材とキャリアとを相対的に軸方向に移動させるようにした電
動式直動アクチュエータにおいて、前記弾性リングが、巻き数を一巻き以上とするリング
ばねからなり、そのリングばねの両端部に接線方向または径方向外方に向く延出部を設け
た構成を採用したのである。
【００２２】
　上記のように、ローラ軸を内向きに付勢して遊星ローラを回転軸の外径面に圧接させる
弾性リングを巻き数が一巻き以上とされるリングばねとすることにより、ローラ軸と遊星
ローラとの回転抵抗が増大して両者が一体に回転する状態になると、ローラ軸に対してリ
ングばねが回転する。
【００２３】
　このとき、リングばねの両端には接線方向または径方向外方に向く延出部が設けられて
いるため、リングばねの端部がローラ軸に両者の相対回転を妨げるように接することがな
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く、リングばねはローラ軸との接触により確実に回転する。
【００２４】
　このため、ローラ軸とリングばねとの接触部の相対滑りを防止し、摩耗によってリング
ばねの弾性力が低下するという不都合の発生はない。このため、遊星ローラは回転軸の外
径面に圧接する状態に確実に保持される。
【００２５】
　また、リングばねの回転により遊星ローラの自転が規制されることはない。その結果、
遊星ローラは確実に自転しつつ回転軸の周りを公転し、電動式直動アクチュエータを確実
に機能させることができる。
【００２６】
　ここで、ローラ軸の軸端部における外周一部にリングばねの内周一部が嵌合する嵌合溝
を設けておくのがよい。嵌合溝を設けておくことによってリングばねの軸方向への移動を
阻止し、リングばねの脱落を防止することができる。
【００２７】
　この発明に係る電動式ブレーキ装置においては、電動式直動アクチュエータによりブレ
ーキパッドを直線駆動し、そのブレーキパッドでディスクロータを押圧して、そのディス
クロータに制動力を付与するようにした電動式ブレーキ装置において、前記電動式直動ア
クチュエータとして上述の発明に係る電動式直動アクチュエータを用いた構成を採用した
のである。
【００２８】
　上記の構成からなる電動式直動アクチュエータにおいて、電動モータの駆動により回転
軸を回転すると、その回転軸との摩擦接触によって遊星ローラが自転しつつ公転し、遊星
ローラの外径面に形成された螺旋溝または円周溝と外輪部材の内径面に設けられた螺旋突
条の噛合により外輪部材またはキャリアが相対的に軸方向に直線移動する。
【００２９】
　このため、外輪部材またはキャリアに電動式ブレーキ装置のブレーキパッドを接続する
ことにより、ブレーキパッドを直線駆動してディスクロータに押し付けることができ、デ
ィスクロータに制動力を付与することができる。
【発明の効果】
【００３０】
　この発明に係る電動式直動アクチュエータにおいては、上記のように、ローラ軸を内向
きに付勢して遊星ローラを回転軸の外径面に圧接させる弾性リングを巻き数が一巻き以上
とされたリングばねとしたことにより、回転抵抗の増大により遊星ローラとローラ軸が一
体に回転した場合に、ローラ軸との接触によってリングばねが回転することになり、ロー
ラ軸とリングばねの接触部での相対滑りによる摩耗を防止し、弾性力の低下を抑制するこ
とができる。
【００３１】
　また、リングばねの回転により遊星ローラの自転が規制されることがなくなるため、回
転軸との接触によって遊星ローラを確実に自転しつつ回転軸の周りを公転させることがで
き、電動式直動アクチュエータを確実に機能させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】この発明に係る電動式直動アクチュエータの実施の形態を示す縦断面図
【図２】図１の一部を拡大して示す断面図
【図３】図２のIII－III線に沿った断面図
【図４】図２のIV－IV線に沿った断面図
【図５】図４の一部を拡大して示す断面図
【図６】リングばねを示す斜視図
【図７】リングばねの他の例を示す断面図
【図８】この発明に係る電動式ブレーキ装置の実施の形態を示す縦断面図
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【図９】図８の右側面図
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　以下、この発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。図１乃至図６は、図８および
図９に示す電動式ブレーキ装置に採用された電動式直動アクチュエータＡを示す。
【００３４】
　図８および図９に示す電動式ブレーキ装置においては、図示省略した車輪と一体に回転
するディスクロータ１０の外周囲にキャリパ１１を設け、そのキャリパ１１の一端部にデ
ィスクロータ１０のアウタ側面の外周部と軸方向で対向する爪部１２を設け、その爪部１
２でアウタ側ブレーキパッド１３を支持している。
【００３５】
　また、ディスクロータ１０のインナ側面の外周部にインナ側ブレーキパッド１４を対向
配置し、そのインナ側ブレーキパッド１４をキャリパ１１の他側部に設けられた電動式直
動アクチュエータＡによりディスクロータ１０に向けて移動させるようにしている。
【００３６】
　ディスクロータ１０のインナ側面の外周部にはマウント１５が設けられている。マウン
ト１５は図示省略したナックルに支持されて固定の配置とされている。図９に示すように
、マウント１５の両側部には対向一対のピン支持片１６が設けられ、そのピン支持片１６
のそれぞれ端部にディスクロータ１０（図８参照）に対して直交方向に延びるスライドピ
ン１７が設けられ、そのスライドピン１７のそれぞれによってキャリパ１１がスライド自
在に支持されている。
【００３７】
　また、マウント１５は、図では詳細に示されていないが、アウタ側ブレーキパッド１３
およびインナ側ブレーキパッド１４のそれぞれを回転不能（回り止め）とする状態でディ
スクロータ１０に向けて移動可能に支持している。
【００３８】
　図１に示すように、電動式直動アクチュエータＡはハウジング２０を有する。ハウジン
グ２０は、図８に示すキャリパ１１に一体的に設けられて筒状をなし、その内側には筒状
の外輪部材２１がスライド自在に組み込まれている。
【００３９】
　図１に示すように、ハウジング２０の一端には径方向外方に向けてベースプレート２２
が設けられ、そのベースプレート２２の外側面およびハウジング２０の一端開口がカバー
２３によって覆われて、上記ベースプレート２２とカバー２３とでギヤケースを形成して
いる。
【００４０】
　ベースプレート２２には電動モータ２４が支持され、その電動モータ２４のロータ軸２
５の回転は、ベースプレート２２とカバー２３とで形成されるギヤケース内のギヤ減速機
構３０により減速されて出力される。
【００４１】
　図１および図９に示すように、ギヤ減速機構３０は、電動モータ２４のロータ軸２５に
取付けられた入力ギヤ３１と、その入力ギヤ３１に噛合する第１中間ギヤ３２と、その第
１中間ギヤ３２と同軸上に設けられた第２中間ギヤ３３と、その第２中間ギヤ３３に噛合
する出力ギヤ３４とからなる。
【００４２】
　図１に示すように、出力ギヤ３４は回転軸３５の一端部に支持されている。回転軸３５
はハウジング２０の一端部内に組み込まれた軸支持部材３６のボス部３６ａを貫通し、そ
のボス部３６ａ内に組み込まれた複数の軸受３７により回転自在に支持されて外輪部材２
１と同軸上の配置とされている。
【００４３】
　ここで、軸支持部材３６は、その外径面がハウジング２０の内径面に取り付けられた位
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置決めリング３８によってハウジング２０の一端開口部側に移動するのが防止されている
。
【００４４】
　図１および図２に示すように、回転軸３５上には、その回転軸３５を中心にして外輪部
材２１内で回転可能なキャリア４０が組み込まれている。図２に示すように、キャリア４
０は、軸方向で対向する一対のディスク４１ａ、４１ｂと、その一対のディスク４１ａ、
４１ｂの対向間隔を一定に保持する複数の柱部材４２を有し、上記一対のディスク４１ａ
、４１ｂのそれぞれ外側面から各柱部材４２の端面にねじ込まれるねじ４３の締め付けに
よって一対のディスク４１ａ、４１ｂと柱部材４２を互いに連結している。
【００４５】
　ここで、図３に示すように、キャリア４０の柱部材４２は４本とされ、その４本の柱部
材４２が周方向に９０°の間隔をおいて設けているが、柱部材４２の数は４本に限定され
るものではなく、少なくとも３本以上あればよい。
【００４６】
　図２に示すように、キャリア４０は、一対のディスク４１ａ、４１ｂのそれぞれの内径
面に組み込まれたすべり軸受４４により回転軸３５を中心にして回転自在に支持され、上
記回転軸３５の軸端部に取付けられた止め輪４５により回転軸３５の軸端から抜け出るの
が防止されている。
【００４７】
　キャリア４０における一対のディスク４１ａ、４１ｂには、軸方向で対向する一対の軸
挿通孔４６が周方向に間隔をおいて複数形成されている。複数の対向一対の軸挿通孔４６
のそれぞれにはローラ軸４７の軸端部が挿入され、それぞれのローラ軸４７に複数の軸受
４８を介して遊星ローラ４９が回転自在に支持されている。軸受４８として、針状ころ軸
受等の転がり軸受や滑り軸受を採用することができる。
【００４８】
　ここで、一対のディスク４１ａ、４１ｂに形成された軸挿通孔４６は径方向に長い長孔
とされている。ローラ軸４７はその長孔からなる軸挿通孔４６の両端に当接する範囲内に
おいて移動自在とされ、それぞれのローラ軸４７の軸端部を巻き込むようにして掛け渡さ
れた径方向に弾性変形可能な弾性リング５０によりローラ軸４７のそれぞれが内向きに付
勢されて、遊星ローラ４９が回転軸３５の外径面に押し付けられている。つまり、ローラ
軸４７の両端に弾性リング５０を配置している。このため、回転軸３５が回転すると、そ
の回転軸３５の外径面に対する摩擦接触によって遊星ローラ４９が回転する。
【００４９】
　図４乃至図６に示すように、弾性リング５０は、巻き数が一巻き以上とされた円形のリ
ングばねからなる。リングばね５０は、断面が矩形の線材を素材としており、両端部は外
向きに折曲げされて延出部５１が設けられている。なお、リングばね５０は断面が丸形の
線材を素材としてもよい。
【００５０】
　図２、図４および図５に示すように、リングばね５０は、ローラ軸４７の軸端部に形成
されたリング状の嵌合溝５２に内周一部が嵌合されてローラ軸４７の軸端から抜け出るの
が防止されている。
【００５１】
　図２に示すように、遊星ローラ４９の外径面には、外輪部材２１に設けられた断面Ｖ字
状の螺旋突条５３のピッチと同一のピッチで複数の円周溝５４が形成され、その円周溝５
４に螺旋突条５３が噛合している。なお、円周溝５４に代えて、螺旋突条５３とリード角
が相違してピッチが同一とされた螺旋溝を形成してもよい。
【００５２】
　キャリア４０における一対のディスク４１ａ、４１ｂのうち、軸支持部材３６側に位置
するインナ側ディスク４１ａと遊星ローラ４９の軸方向の対向部間にはスラスト軸受５５
が組み込まれ、そのスラスト軸受５５によって遊星ローラ４９が回転自在に支持されてい
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る。
【００５３】
　図１に示すように、インナ側ディスク４１ａと回転軸３５を回転自在に支持する前述の
軸支持部材３６間にはバックアッププレート５６とスラスト軸受５７とが組み込まれ、外
輪部材２１から遊星ローラ４９を介してキャリア４０に負荷される軸方向の反力を上記ス
ラスト軸受５７で支持するようになっている。
【００５４】
　図２に示すように、バックアッププレート５６には、リングばね５０と対向する面に凹
部５８が設けられ、その凹部５８内にリングばね５０が収容されている。
【００５５】
　外輪部材２１のアウタ側端部内にはカバー５９が嵌合され、そのカバー５９の外側にお
いて外輪部材２１の先端部内に回り止め溝６０が形成され、その回り止め溝６０に図８に
示すインナ側ブレーキパッド１４のパッドホルダ１８に設けられた回り止め突起１９が係
合し、その係合によって外輪部材２１はインナ側ブレーキパッド１４に対して回り止めさ
れている。
【００５６】
　ここで、パッドホルダ１８はマウント１５によって軸方向に移動可能に支持され、かつ
、回り止めされているため、外輪部材２１はハウジング２０に対して回り止めされて、軸
方向には移動可能な支持とされている。
【００５７】
　図８に示すように、ハウジング２０と外輪部材２１のアウタ側端部間にはブーツ６１が
取り付けられ、そのブーツ６１によってハウジング２０のアウタ側の開口端と外輪部材２
１の先端部間が密閉されている。
【００５８】
　実施の形態で示す電動式ブレーキ装置は上記の構成からなり、図８は、ディスクロータ
１０に対する制動力の解除状態を示し、一対のブレーキパッド１３、１４はディスクロー
タ１０に対して離反している。
【００５９】
　上記のような制動力の解除状態において、図１に示す電動モータ２４を駆動すると、そ
の電動モータ２４のロータ軸２５の回転がギヤ減速機構３０により減速されて回転軸３５
に伝達され、回転軸３５が制動方向に回転する。
【００６０】
　回転軸３５の外径面には、複数の遊星ローラ４９のそれぞれ外径面が弾性接触している
ため、上記回転軸３５の回転により遊星ローラ４９が回転軸３５との接触摩擦により、自
転しつつ公転する。
【００６１】
　このとき、遊星ローラ４９の外径面に形成された円周溝５４は外輪部材２１の内径面に
設けられた螺旋突条５３に噛合しているため、その円周溝５４と螺旋突条５３の噛合によ
って外輪部材２１が軸方向に移動し、図８に示すように、その外輪部材２１に当接された
インナ側ブレーキパッド１４がディスクロータ１０に当接して、そのディスクロータ１０
を軸方向に押圧し始める。その押圧力の反力により爪部１２に支持されたアウタ側ブレー
キパッド１３がディスクロータ１０に接近する方向に向けてキャリパ１１が移動し、アウ
タ側ブレーキパッド１３がディスクロータ１０に当接して、そのアウタ側ブレーキパッド
１３がインナ側ブレーキパッド１４とでディスクロータ１０の外周部を軸方向両側から強
く挟持し、ディスクロータ１０に制動力が負荷される。
【００６２】
　上記のような制動力の付与時、外輪部材２１から遊星ローラ４９に軸方向荷重が負荷さ
れる。遊星ローラ４９に負荷される軸方向荷重はスラスト軸受５５で支持される。また、
スラスト軸受５５からキャリア４０を介してバックアッププレート５６に軸方向荷重が負
荷されると共に、そのバックアッププレート５６からスラスト軸受５７に負荷され、その
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スラスト軸受５７で支持される。このため、遊星ローラ４９およびキャリア４０は回転が
阻害されることはない。
【００６３】
　ディスクロータ１０の制動後、電動モータ２４のロータ軸２５を逆回転させると、図１
に示す回転軸３５が前述と逆方向に減速回転され、自転しつつ公転する遊星ローラ４９の
円周溝５４と螺旋突条５３の噛合によって外輪部材２１が図８に示す位置まで後退動し、
アウタ側ブレーキパッド１３およびインナ側ブレーキパッド１４がディスクロータ１０の
挟持を解除し、制動力の解除状態とされる。
【００６４】
　実施の形態で示す電動式直動アクチュエータにおいては、図２に示すように、遊星ロー
ラ４９とその遊星ローラ４９を支持するローラ軸４７との間に軸受４８を組み込んで遊星
ローラ４９を回転自在に支持しているが、軸受４８内の潤滑剤の劣化や低温時の粘性抵抗
の増加に伴ってローラ軸４７が連れ回りする可能性がある。
【００６５】
　ここで、ローラ軸４７が万一連れ回りし、このとき、リングばね５０が回り止めされた
ものであると、リングばね５０とローラ軸４７との接触部で相対滑りが生じて摩耗が生じ
、リングばね５０の弾性力が低下する。その弾性力の低下に伴い回転軸３５に対する遊星
ローラ４９の接触圧力が低下して接触部で相対滑りが生じ、回転軸３５が空転して動力伝
達不良が発生し、電動式直動アクチュエータが機能しなくなる。
【００６６】
　しかし、実施の形態においては、図２、図５および図６に示すように、リングばね５０
が巻き数を一巻き以上とするリング状のものであるため、軸受４８内の潤滑剤の劣化や低
温時の粘性抵抗の増加に伴ってローラ軸４７が連れ回りした場合、ローラ軸４７との接触
によってリングばね５０が接触回転する。
【００６７】
　このとき、リングばね５０の両端には径方向外方に向く延出部５１が設けられているた
め、リングばね５０の端部がローラ軸４７に両者の相対回転を妨げるように接することが
なく、ローラ軸４７に対してリングばね５０が確実に回転する。
【００６８】
　このため、ローラ軸４７とリングばね５０との接触部での相対滑りにより摩耗が発生し
て弾性力が低下するという不都合の発生はない。したがって、遊星ローラ４９は回転軸３
５の外径面に常に圧接する状態に保持されて、回転軸３５との接触部で相対滑りが生じる
ことがなく、また、リングばね５０の回転により遊星ローラ４９の自転が規制されること
もないため、回転軸３５の回転によって遊星ローラ４９を確実に自転しつつ回転軸３５の
周りを公転させることができ、電動式直動アクチュエータを確実に機能させることができ
る。
【００６９】
　ここで、遊星ローラ４９が自転することなく回転軸３５と一体となって回転すると、回
転軸３５の１回転当たりの外輪部材２１の軸方向変位が大きくなるが、遊星ローラ４９は
、上記のように、常に自転しつつ公転するため、外輪部材２１は電動モータ２４の回転角
に応じた量だけ軸方向に移動することになる。その結果、電動モータ２４の回転角により
外輪部材２１の軸方向の移動量を制御する場合には、外輪部材２１の軸方向変位を精度よ
く制御できる。
【００７０】
　図６では、リングばね５０の両端部を径方向外方に向けての折り曲げにより延出部５１
を形成して、リングばね５０の回転時に両端部がローラ軸４７に両者の相対回転を妨げる
ように接するのを防止するようにしたが、図７に示すように、リングばね５０の両端部に
接線方向に向く延出部５１を形成してローラ軸４７に対する両者の相対回転を妨げるよう
に接するのを防止するようにしてもよい。
【符号の説明】
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【００７１】
Ａ　　電動式直動アクチュエータ
１０　ディスクロータ
１４　ブレーキパッド
２０　ハウジング
２１　外輪部材
２４　電動モータ
３５　回転軸
４０　キャリア
４１ａ　ディスク
４１ｂ　ディスク
４７　ローラ軸
４９　遊星ローラ
５０　弾性リング（リングばね）
５１　延出部
５３　螺旋突条
５４　円周溝

【図１】 【図２】
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【図７】

【図８】



(12) JP 2017-2918 A 2017.1.5

【図９】



(13) JP 2017-2918 A 2017.1.5

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｆ１６Ｄ 121/24     (2012.01)           Ｆ１６Ｄ  121:24     　　　　        　　　　　
   Ｆ１６Ｄ 125/40     (2012.01)           Ｆ１６Ｄ  125:40     　　　　        　　　　　
   Ｆ１６Ｄ 125/48     (2012.01)           Ｆ１６Ｄ  125:48     　　　　        　　　　　
   Ｆ１６Ｄ 125/50     (2012.01)           Ｆ１６Ｄ  125:50     　　　　        　　　　　

Ｆターム(参考) 3J058 AA48  AA53  AA63  AA78  AA87  BA01  CC15  CC62 
　　　　 　　  3J062 AA02  AB24  AC07  BA14  BA17  CA13  CA24  CD03  CD14  CD22 
　　　　 　　        CG03  CG13  CG83 
　　　　 　　  5H607 BB01  CC03  CC05  EE07  EE10  EE33  EE36 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

